
平成２７年３月２４日 

東 京 税 関 
 
 
 
 

政府は観光立国推進閣僚会議において、2020年に2,000万人の訪日外国人旅客の誘致を目指す

こととしており、加えて、2020年の東京オリンピック･パラリンピック開催や東京クルーズビジョ

ンによるクルーズ旅客の誘致等、今後の旅客需要が更に増加していくことが予想されるなか、政

府一丸、官民一体となった取り組みを強力に進めていくことが必要となります。 

このような旅客の増加に対しては、空港･港湾施設や交通インフラの整備など、様々な課題が

考えられるとともに、税関においても必要な体制整備や、現在社会問題となっている危険ドラッ

グ等の薬物などへの対応といった課題が考えられます。 

これらを踏まえ、東京税関は、成田空港･羽田空港という２大国際空港及び東京港を管轄する

税関として、首都圏における旅客需要の展望と課題について考える「東京税関シンポジウム」を

開催しました。 

当日は、観光事業者をはじめとする約140名の参加があり、盛況のうちに終了しました。 
 

１．日 時 

  平成 27 年 3月 20日（金） 

14：00 ～ 16：00 
 

２．場 所 

  東京税関本関 ２階大会議室 
 

３．内 容［プログラム］ 

（１）主催者発表 

『観光立国推進への税関の対応』［資料 1参照］ 

山根 英一郎（東京税関 総務部長） 

（２）パネリストスピーチ 

 『訪日外国人観光客誘致の取組み』［資料 2参照］ 

小堀 守（日本政府観光局 統括役） 

 『首都圏空港は今後の航空需要の増加にどのように対応していくか』［資料 3参照］ 

        戸崎  肇（早稲田大学 商学学術院教授） 

 『東京港におけるクルーズ客船誘致の課題と展望』［資料 4参照］ 

        沖田 一弘（日本海事新聞社 編集局取材部長） 

 『海の向こうから見た「これが私が行きたい日本」 』［資料 5（抜粋）参照］ 

        森 優子（旅行コラムニスト） 

 （３）パネルディスカッション 

モデレーター：青木 一郎（東京税関長） 
 

 

 

お問い合わせ先 

東京税関シンポジウム事務局 

（東京税関総務部企画調整室） 

TEL  03-3599-6295 

［受付時間  9：00～17：00（土・日・祝日を除く）］

 
［パネルディスカッションの模様］ 

http://www.customs.go.jp/tokyo/content/0-2program.pdf
http://www.customs.go.jp/tokyo/content/1tokyozeikan.pdf
http://www.customs.go.jp/tokyo/content/2jnto.pdf
http://www.customs.go.jp/tokyo/content/3waseda.pdf
http://www.customs.go.jp/tokyo/content/4kaijishinbun.pdf
http://www.customs.go.jp/tokyo/content/5moriy.pdf

